
避難した後の対応について関係者と協議を行い、

更に安心していただけるよう防災の質の向上に努めて

いきたいと思っています。

災害時連携協定を結んだことは事業所や地域の

方々にとってとても大きな存在となりました。

私たちの取り組みが、より多くの地域・事業所・

企業の方々が自ら行動を起こすためのきっかけと

なってほしいです。

私たちはこれからも民民連携でまちの安全・安心

を目指し、地域住民とともに共助の精神を

育んでいけるよう心掛けてまいります。
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みんなでつくる安全・安心なまち セーフコミュニティこおりやま

セーフコミュニティ郡山

2018.2.2 国際認証取得
2023.2.4 国際認証再取得
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セーフコミュニティ活動推進事業所の活動を紹介します

現在セーフコミュニティ活動推進事業所には、57 の事業所に登録いただき、

安全・安心なまちセーフコミュニティこおりやまの活動を推進しています。

今回はその中から、令和2年７月より推進事業所として登録していただいている

登録いただいた事業所は、市ウェブサイトやセーフコミュニティ通信

などに掲載し、事業所の安全・安心活動をPRします！

参加登録事業所の一覧やこれまでの取組報告については、市ウェブ

サイトからご覧いただけます。

さんに活動の内容をお聞きしました！

セーフコミュニティ 活動推進事業所 検索

～取材協力ありがとうございました～

グループホーム縁寿の園

令和２年１０月に緑ケ丘東一丁目町内会、赤沼区会と

災害時連携協定 を締結し、年に一度 合同避難訓練 を行っています!

地域の一つの行事として持続的に避難訓練が開催できることで、

災害時における大きな地域ネットワークを構築していきたいと思っています。

消防署からのレクチャー

災害時連携協定締結式・ ・

・ ・

避難訓練のようす・ ・

合同避難訓練の前に近隣

の町内会と地域の情報など

を交換し、顔見知りの関係

ができることで、住民同士

がお互いを気にかけるよう

になりました。

この成果は災害時地域住民の

避難状況の確認に繋がります。

また、災害時入居者の避難を

地域の代表者が支援するという

協定を締結したことは、入居者

や事業所スタッフにとって安心

できる繋がりとなりました。

災害時には被災された

地域住民の一時的な受け

入れを事業所で行います。

災害時の連携がイメージ

できたことで地域から事業

所への期待の声が聞こえる

ようになりました。

避難訓練のながれ・ ・
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グループホーム縁寿の園さんが

つたえたい想い

株式会社縁寿
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郡山地方広域消防組合は
けがなどを予防する
『予防救急』に
取り組んでいます。

情報提供：郡山地方広域消防組合

発行 郡山市セーフコミュニティ推進協議会 / ２０２４(令和６)年１月

【お問合せ・連絡先】

事務局：郡山市市民部セーフコミュニティ課セーフコミュニティ推進室（郡山市役所西庁舎３階）

電話 ０２４－９２４－２１５１ ﾌｧｸｼﾐﾘ ０２４－９２１－１３４０

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ safecommunity@city.koriyama.lg.jp
郡山市 セーフコミュニティ 検索

＝予防救急＝
火災に注意しましょう！
～放火やたき火による火災が多く発生しています～

郡山消防本部管内で令和５年中に発生した火災は 件、

そのうち「放火・放火の疑い」による火災が 件と最も多く、

次いで「たき火」による火災が 件、「たばこ」による火災が

件となっています。

(件）

(月）
3 4 5

全国、郡山消防本部ともに「放火・放火の疑い」や「たき火」による火災が毎年上位を

占め、全火災件数に対するこれらの割合は全国で１８．８％であるのに対し、郡山消防本部

では ％と高くなっています。
郡山消防本部管内では過去10年間に

「たき火」による火災が１３２件発生して

いるよ。4月が40件と最も多く、次いで

3月に34件、5月に11件と上位3か月だけで

年間の６４．４％を占めているんだ。

「たき火」が原因の
月別火災件数（過去10年）

！ 考えられる原因

・空気の乾燥
・風が強い気象状況
・田畑でのたき火

放火 を防ぐ５つのポイント

物置や車庫など普段出入りの少ない場所や、

外出時・就寝時の自宅には必ず鍵をかけましょう

家の周囲は常に整理整頓をしましょう

➡・燃えやすい物を置かない

・車や自転車等のカバーは防炎製品を使用する

外灯や玄関灯、センサーライトで家の周囲を

明るくしましょう

ゴミは決められた場所、日時に出しましょう

郵便受けは毎日確認し、新聞やチラシを溜めない
ようにしましょう

1

2

3

4

5

たき火 から火災を防ぐポイント

焼却設備を用いないごみの焼却

➡廃棄物の処理及び清掃に関する法律で禁止されて

います。

各自治体のルールに従い処分してください。

農業の一環として行われる田畑の焼却

➡郡山地方広域消防組合火災予防条例に基づき、

「火災とまぎらわしい煙又は火炎を発するおそれの

ある行為の届出書」を消防署・各分署等に届け出た

うえで、以下の点に注意して行ってください。

・周囲に建物や燃えやすい物がある場所では行わない

・風が強いときは行わない

・事前に燃やす範囲を決めてから行う

・消火の準備をしてから行う

・完全に消えるまで決してその場を離れない

みなさんのフォローを
お待ちしています！

X(旧ツイッター)アカウント

『セーフコミュニティこおりやま』では、

安心・安全につながる活動や、

セーフコミュニティ活動の取り組み

事例などを紹介しています。

郡山消防本部管内の
主な出火原因
（令和５年中）

合計１３３件


